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海
外
貿
易
と
国
際
電
気
通
信
に
就
い
て
峰
辰
次
は
　
し
　
が
　
き
わ
が
国
の
国
際
電
気
通
信
は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
日
本
政
府
の
免
許
を
受
け
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
グ
レ
ー
ト
・
ノ
ー
ザ
ン
電
信
会
社
が
、
長
崎
と
上
海
間
、
ま
た
長
崎
と
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
間
に
海
底
ケ
ー
ブ
ル
を
お
の
お
の
一
条
敷
設
し
て
、
日
本
と
欧
亜
間
の
電
報
を
取
り
扱
っ
た
こ
と
に
始
る
。
そ
の
後
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
　
に
は
、
太
平
洋
横
断
ケ
ー
ブ
ル
が
敷
設
さ
れ
、
米
国
と
の
連
絡
も
開
始
さ
れ
、
そ
れ
以
来
大
正
の
初
め
ま
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
こ
れ
ら
の
海
底
ケ
ー
ブ
ル
で
、
日
本
の
海
外
通
信
は
行
な
わ
れ
て
き
た
。
イ
タ
リ
ー
人
マ
ル
コ
ニ
ー
が
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
に
無
線
電
信
の
実
用
化
に
成
功
し
て
か
ら
は
、
各
国
は
そ
の
施
設
の
経
済
的
に
容
易
な
点
に
着
目
し
、
競
っ
て
無
線
通
信
網
の
建
設
に
の
り
だ
し
た
。
わ
が
国
で
も
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
に
落
石
無
線
局
（
北
海
道
）
と
、
ロ
シ
ア
の
ペ
ト
ロ
パ
ゥ
ロ
ス
ク
無
線
局
と
の
間
に
連
絡
を
開
い
た
の
を
最
初
に
、
無
線
の
利
用
に
全
力
を
傾
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
間
、
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
に
、
政
府
は
日
本
無
線
電
信
株
式
会
社
を
設
立
し
て
、
民
間
資
本
を
活
発
に
導
入
し
て
国
際
電
信
設
備
の
拡
充
を
は
か
り
、
一
方
国
際
電
話
も
同
様
に
、
通
信
設
備
を
担
当
し
た
国
際
電
話
株
式
会
社
が
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
発
足
し
、
両
会
社
は
間
も
な
く
合
併
し
て
国
際
電
気
通
信
会
社
と
な
り
、
海
外
貿
易
と
国
際
電
気
通
信
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
経
営
と
経
済
一
一
八
こ
れ
に
よ
っ
て
対
外
通
信
の
設
備
は
、
飛
躍
的
な
発
展
を
み
た
。
そ
し
て
、
太
平
洋
戦
争
の
直
前
に
は
、
無
線
電
信
連
絡
を
二
八
カ
国
と
無
線
電
話
連
絡
を
一
二
ヶ
国
と
、
ま
た
無
線
写
信
連
絡
を
四
ヶ
国
と
結
ぶ
、
世
界
有
数
の
国
際
無
線
通
信
国
に
な
っ
た
。
し
か
し
昭
和
二
O
年
〈
一
九
四
五
)
の
終
戦
を
迎
え
た
と
き
に
は
、
日
本
の
対
外
通
信
は
わ
づ
か
に
ス
イ
ス
、
ス
エ
l
デ
ン
な
ど
の
二
i
三
の
中
立
国
を
残
し
た
だ
け
で
、
ほ
と
ん
ど
杜
絶
し
、
昭
和
二
二
年
(
一
九
四
七
)
に
は
、
国
際
電
気
通
信
株
式
会
社
も
解
体
と
な
っ
て
当
時
の
逓
信
省
に
吸
収
さ
れ
た
。
こ
れ
以
来
、
政
府
機
関
の
手
で
通
信
施
設
の
復
旧
、
サ
i
ヴ
イ
ス
再
開
の
努
力
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
が
、
ま
も
な
く
国
内
の
種
々
な
状
況
も
改
善
さ
れ
、
貿
易
が
復
活
す
る
に
つ
れ
て
、
対
外
通
信
の
需
要
は
急
激
に
膨
張
し
、
昭
和
二
六
年
に
は
国
際
電
報
三
二
二
万
通
、
国
際
電
話
一
四
万
度
の
利
用
量
と
な
り
、
戦
前
の
最
高
記
録
、
電
報
二
四
O
万
通
、
電
話
四
、
0
0
0度
を
大
き
く
上
廻
る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
激
増
す
る
需
要
に
応
え
る
に
は
、
戦
争
中
空
白
で
た
ち
遅
れ
て
い
る
対
外
通
信
の
施
設
や
サ
i
ヴ
イ
ス
を
、
一
日
も
早
く
世
界
的
水
準
に
引
き
上
げ
る
こ
と
の
急
務
が
、
広
く
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
は
国
際
電
気
通
信
事
業
の
経
営
を
、
戦
前
の
設
備
会
社
の
好
例
も
あ
っ
て
、
自
由
に
、
世
界
の
は
げ
し
い
国
際
通
信
競
争
に
臨
機
応
変
の
体
勢
が
と
り
や
す
い
、
民
間
企
業
に
切
り
か
え
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
国
際
通
信
利
用
者
の
意
見
を
反
映
し
て
、
昭
和
二
七
年
の
第
一
三
回
国
会
で
、
国
際
電
信
電
話
株
式
会
社
法
が
議
決
さ
れ
た
。
そ
う
し
て
、
昭
和
二
八
年
四
月
に
日
本
電
信
電
話
公
社
の
国
際
部
門
を
引
き
継
い
で
、
日
本
で
初
め
て
の
通
信
業
務
と
施
設
を
一
元
的
に
運
営
す
る
、
同
・
ロ
・
ロ
・
が
発
足
し
た
。
そ
れ
以
来
、
利
用
者
を
始
め
、
国
民
全
般
の
協
力
に
よ
り
、
専
心
通
信
施
設
の
刷
新
増
強
を
図
っ
た
結
果
、
今
日
で
は
世
界
一
流
通
信
国
と
誇
り
得
る
近
代
設
備
を
も
っ
、
国
際
通
信
セ
ン
タ
ー
、
(
東
京
、
目
黒
)
無
線
送
、
受
信
施
設
を
完
成
し
、
国
際
通
信
の
ス
ピ
ー
ド
と
正
確
度
を
よ
り
向
上
さ
せ
、
さ
ら
に
国
際
加
入
電
信
な
ど
の
新
業
務
を
開
始
し
た
り
、
取
扱
地
域
を
拡
張
す
る
な
ど
の
サ
l
ヴ
イ
ス
は
飛
躍
的
に
改
善
さ
れ
、
な
お
将
来
の
利
用
増
に
そ
な
え
、
現
在
同
・
ロ
・
ロ
・
で
は
海
底
ケ
ー
ブ
ル
の
敷
設
の
準
備
や
、
宇
宙
通
信
に
対
す
る
研
究
も
す
す
め
ら
る
る
に
い
た
っ
た
D
先
づ
最
初
に
貿
易
に
用
い
ら
れ
る
各
種
の
通
信
手
段
を
考
え
る
。
次
に
電
気
通
信
に
使
用
さ
れ
る
英
語
の
文
体
中
、
電
報
文
体
が
最
も
応
用
度
が
高
い
の
で
、
に
も
一
考
を
加
え
、
最
後
に
代
表
的
文
例
に
「
電
文
の
文
法
」
を
検
対
す
る
。
近
時
普
及
し
つ
つ
あ
る
叶
巳
σ凶
つ
い
て
研
究
す
る
。
第
主早
国
際
電
気
通
信
と
語
学
力
貿
易
通
信
の
研
究
と
実
力
を
養
う
に
は
手
紙
を
書
く
こ
と
ば
か
り
で
は
不
十
分
で
あ
る
口
電
報
の
歴
史
も
か
な
り
長
い
が
、
更
に
、
吋
盟
、
何
一
同
電
話
な
ど
各
種
の
電
気
通
信
手
段
の
利
用
も
増
加
し
、
引
合
や
成
約
は
電
気
通
信
で
行
い
、
手
紙
や
書
類
は
こ
の
確
認
に
用
い
ら
れ
る
情
勢
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
通
信
手
段
の
発
展
に
伴
い
、
如
何
な
る
語
学
力
が
必
要
に
な
っ
て
来
た
か
?
ω
国
際
電
気
通
信
の
種
類
前
述
の
如
く
日
本
が
海
外
と
電
信
で
結
ぼ
れ
た
の
は
明
治
四
年
(
一
八
七
一
)
、
国
際
電
気
通
信
条
約
に
加
盟
し
た
の
は
明
治
二
一
年
(
一
八
七
九
)
、
無
線
時
代
は
大
正
五
年
(
一
九
二
ハ
)
、
乙
の
同
国
際
電
報
に
は
貿
易
商
も
相
当
馴
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
国
際
電
話
は
一
九
三
三
年
以
来
、
国
際
写
真
電
送
は
一
九
四
O
年
以
来
、
の
こ
と
で
あ
る
が
、
電
話
の
利
用
は
戦
後
や
っ
と
盛
ん
に
な
っ
た
。
更
に
目
ざ
ま
し
い
の
は
一
九
五
六
年
に
始
ま
っ
た
同，
o
T
W
M
の
進
出
で
あ
る
。
(
吋
巳
ぬ
同
}
同
-
5
2
又
は
吋
巳
2
2
u
o
d『
円
伊
丹
ゆ
同
O
M
向。『
ω
ロ
問
。
加
入
電
信
と
訳
す
。
即
ち
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を
互
に
遠
く
か
ら
叩
い
て
筆
談
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
)
わ
が
国
の
利
用
状
況
は
、
一
九
五
九
年
三
月
頃
で
、
国
際
電
報
年
間
約
吋
巳
O
M
三
七
O
万
通
、
国
際
電
話
、
国
際
各
約
一
七
万
度
。
九
五
%
で
あ
る
が
、
電
話
は
日
本
人
が
三
O
%
外
国
人
が
七
三
Mm、
そ
の
内
商
用
に
は
、
電
報
、
電
話
寸
o
-
o
u内
の
そ
れ
ぞ
れ
九
O
%
、
四
三
H
H
と
な
っ
て
い
る
の
は
語
学
力
も
一
因
で
あ
ろ
う
。
、吋己
O
M
は
断
然
商
用
が
主
で
今
後
は
す
ば
ら
し
く
仲
び
る
と
思
う
。
ヨ
l
ロ
海
外
貿
易
と
国
際
電
気
通
信
に
就
い
て
一
一
九
経
営
と
経
済
一
O
ッ
パ
で
は
特
に
吋
巴
O
M
が
発
達
し
て
商
用
は
殆
ん
ど
吋
O
H
O
M
を
使
用
し
て
い
る
。
一
九
五
六
年
大
西
洋
に
同
軸
海
底
ケ
ー
ブ
ル
が
敷
設
さ
れ
、
太
平
洋
に
も
や
が
て
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
電
報
叶
o
-
o
M
電
話
の
三
つ
巴
戦
が
ま
す
ま
す
激
甚
に
な
っ
て
く
る
。
こ
の
他
に
放
送
電
報
、
海
外
ラ
ジ
オ
放
送
の
中
継
、
国
際
無
線
回
線
の
専
用
貸
な
ど
、
同
・
ロ
・
巴
の
事
業
に
は
種
類
も
多
い
が
、
商
用
と
し
て
、
ま
だ
語
学
的
に
意
義
の
深
い
の
は
、
電
報
、
吋
己
O
M
電
話
の
三
者
で
あ
る
。
(
凶
)
電
気
通
信
手
段
の
選
れ
電
報
叶
o
-
a
電
話
な
ど
を
利
用
す
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
優
劣
を
比
較
し
、
目
的
と
費
用
の
点
を
考
慮
し
て
利
用
す
る
の
で
あ
る
が
、
比
較
す
べ
き
要
素
は
沢
山
あ
る
。
単
に
伝
達
の
迅
速
性
、
正
確
性
ば
か
り
で
な
く
、
書
い
た
も
の
が
残
る
か
ど
う
か
の
記
録
性
相
手
と
す
ぐ
対
話
で
き
る
か
ど
う
か
、
不
在
で
も
記
録
を
残
し
て
く
れ
る
か
ど
う
か
そ
し
て
送
り
込
み
又
は
交
換
す
る
内
容
と
料
金
そ
の
他
設
備
や
手
数
一
切
を
考
慮
に
入
れ
た
上
で
経
済
性
な
ど
、
少
く
と
も
電
報
、
寸
巳
O
M
電
話
の
三
者
に
つ
い
て
比
較
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
三
者
の
要
求
す
る
語
学
力
と
い
う
一
大
要
因
を
検
討
し
て
み
る
。
何
故
な
ら
ば
、
乙
れ
が
迅
速
性
、
E
確
性
を
は
じ
め
綜
合
的
経
済
性
に
及
ぼ
す
影
響
は
非
常
に
大
で
あ
る
。
(3) 
電
気
通
信
の
用
語
a 
自
然
五
口
三
日
ど
こ
の
国
語
を
人
が
自
然
に
話
し
た
り
書
い
た
り
す
る
の
に
使
用
す
る
乙
と
を
指
す
も
の
と
す
る
。
電
話
で
も
特
に
工
夫
す
れ
ば
暗
語
的
通
話
も
不
可
能
で
は
な
い
が
先
づ
大
体
自
然
な
会
話
体
で
話
す
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
先
づ
会
話
の
能
力
が
問
題
に
な
る
。
電
報
や
、
吋
己
認
で
も
儀
礼
的
な
も
の
は
あ
ま
り
省
略
せ
ず
て
い
ね
い
に
打
つ
。
特
に
吋
己
認
の
対
話
通
信
で
は
、
略
語
や
記
号
ま
じ
り
は
あ
る
が
、
電
報
文
よ
り
は
普
通
の
語
法
に
近
く
打
つ
で
あ
ろ
う
。
た
に
し
吋
o
Z
M
も
対
話
的
に
用
い
る
こ
と
は
ま
だ
あ
ま
り
行
は
れ
て
は
い
な
い
が
、
電
報
文
の
よ
う
な
も
の
を
一
方
的
に
流
し
込
ん
で
い
る
。
乙
こ
で
は
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を
た
た
い
て
筆
談
す
る
能
力
が
必
要
に
な
る
。
b 
普
通
三五
日口
普
通
語
と
い
う
の
は
前
述
の
自
然
語
も
含
む
け
れ
ど
も
、
電
報
制
度
上
い
わ
ゆ
る
普
通
語
=
司
Z
E
F
ω
ロ
m
s
m
o
-
-
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
同
・
ロ
・
ロ
の
取
扱
規
程
に
よ
れ
ば
「
お
の
お
の
の
語
辞
及
辞
句
が
、
国
際
電
報
に
使
用
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
国
語
の
い
づ
れ
か
に
お
い
て
、
通
常
こ
れ
に
与
え
ら
れ
た
意
味
を
も
ち
、
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
国
語
に
お
い
て
意
味
の
わ
か
る
こ
と
ば
」
と
定
義
し
で
あ
る
。
FM凶ロ
m
g
m
o
の
名
称
や
定
義
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
は
か
な
り
無
理
な
節
約
が
行
は
れ
、
文
法
的
省
略
の
外
に
、
商
用
独
特
の
表
現
や
、
取
扱
規
則
上
許
さ
れ
る
限
り
の
略
語
や
連
結
や
特
殊
な
表
記
簿
を
用
い
、
更
に
文
肱
や
一
般
常
識
の
他
、
専
門
知
識
、
当
事
者
間
の
事
前
協
定
な
ど
に
よ
っ
て
必
要
最
少
限
の
こ
と
し
か
書
か
な
い
。
電
信
用
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
云
う
機
械
的
制
約
も
あ
る
D
か
く
て
相
当
変
形
さ
れ
て
い
る
が
、
暗
語
(
の
。
品
。
)
の
よ
う
に
g
E
ロ
予
品
ゅ
の
。
丘
ロ
聞
を
せ
ね
ば
わ
か
ら
ぬ
と
い
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
ま
ま
作
成
、
了
解
出
来
る
の
で
、
電
報
は
勿
論
の
こ
と
、
叶
巳
o
u
n
に
も
準
用
さ
れ
、
今
後
は
ま
す
ま
す
発
達
し
よ
う
。
同
M-ω
山口
た
だ
し
、
電
報
で
は
暗
語
と
普
通
語
の
別
が
料
金
に
ひ
び
く
の
で
厳
し
い
区
別
が
あ
る
が
、
、H
，
o-oM
で
は
「
時
間
」
を
計
る
の
で
、
文
章
を
検
分
し
た
り
「
語
数
」
を
数
え
た
り
し
な
い
か
ら
、
同
じ
H
M
E
g
F
ω
ロ
m
g
m
o
と
言
っ
て
も
節
約
原
理
が
ち
が
い
、
文
体
も
異
っ
て
発
達
す
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
今
後
の
動
向
と
し
て
は
、
従
来
の
電
報
文
体
か
が
発
達
し
、
併
せ
て
電
気
通
信
用
可
E
Z
F
m
wロ
m
g
m
o
と
い
う
こ
と
に
な
る
定
義
の
上
で
は
(
a
)
の
自
然
語
も
普
通
語
で
あ
る
が
、
、吋
o-mwm同
ω-UFOω
。
と
更
に
吋
巳
O
M
用
文
体
(
吋
巳
O
M
2
0
)
と
も
云
う
べ
き
海
外
貿
易
と
国
際
電
気
通
信
に
就
い
て
経
営
口
と
経
済
一
一
一
節
約
を
あ
ま
り
意
に
介
し
な
い
自
然
語
か
ら
見
れ
ば
(
b
)
熟
が
必
要
で
あ
る
。
の
普
通
語
は
、
き
わ
め
て
不
自
然
で
あ
り
、
第
二
章
で
行
う
よ
う
な
研
究
と
習
C 
暗
豆
口
ユユロ
ハU
。仏
O
の
こ
と
で
あ
る
。
料
金
節
約
や
秘
密
保
持
を
重
視
す
る
な
ら
、
吋
己
O
M
に
も
、
時
に
は
電
話
に
す
ら
用
い
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
商
用
に
お
け
る
綜
合
的
経
済
性
か
ら
言
え
ば
、
最
近
の
の
o
含
の
魅
力
は
減
退
し
た
口
わ
。
含
に
対
す
る
料
金
計
算
上
の
特
典
、
が
な
く
な
っ
た
。
語
数
や
字
数
は
た
し
か
に
少
く
な
る
が
、
わ
。
門
出
向
"
円
四
ゅ
の
。
門
出
口
問
に
手
数
が
か
か
り
、
ー
読
了
解
で
き
な
い
「
吋
・
に
使
用
で
き
な
い
。
そ
こ
で
国
際
電
報
の
約
八
割
は
。同門出口町弓可、
、円巴
o
m
g
g
な
ど
に
お
い
て
普
通
語
と
の
混
用
も
で
き
る
か
ら
、
H
M
ユJ1
ω
件。
ハい。品。
の
方
送
信
は
発
達
す
る
で
あ
ろ
う
が
同
MEt-。
叶
o-mwM
M-ω
片
岡
凶
戸
内
凶
ロ
間
口
ω
向。
で
あ
る
。
今
後
の
動
向
と
し
て
は
、
ハ
い
。
品
。
は
下
火
と
な
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
機
械
的
作
成
、
解
読
の
よ
う
に
オ
l
ト
メ
化
す
る
な
ら
ば
、
暗
語
に
限
ら
ず
貿
易
通
信
そ
の
も
の
も
大
改
革
を
見
る
だ
ろ
う
。
、、t，Ja-(
 
電
気
通
信
時
代
の
語
学
力
以
上
見
た
よ
う
な
通
信
手
段
と
そ
の
用
語
を
駆
使
す
る
必
要
な
語
学
力
は
、
先
づ
英
会
話
能
力
(
電
話
及
び
吋
己
O
M
の
対
話
通
信
用
)
タ
イ
プ
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
(
吋
己
誌
の
対
話
通
信
用
)
、
電
文
体
(
、
H
，o-
。
m
g
Z
H
O
Z
と
吋
o
-
o
M
2
0
)
に
習
熟
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
何
れ
に
も
非
常
な
高
能
率
が
要
求
さ
れ
る
。
電
話
吋
己
O
M
で
は
「
時
間
」
に
対
し
て
料
金
が
か
か
る
。
従
来
電
報
一
本
の
時
は
「
語
数
」
を
節
減
す
れ
ば
よ
か
っ
た
。
そ
れ
で
ゆ
っ
く
り
起
案
し
て
ロ
ロ
gtω
円
。
問
看
。
三
ω
を
減
ら
す
に
つ
と
め
た
。
、
H
，
o
z
u
n
時
代
に
な
る
と
ロ
ロ
B
tゆ
円
。
向
丘
円
。
-Sω
の
節
減
と
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
原
理
の
ち
が
い
が
語
法
や
文
体
に
も
大
き
な
相
異
を
も
た
ら
す
。
け
れ
ど
も
、
電
報
文
体
に
は
長
い
歴
史
が
あ
り
、
各
国
商
人
は
こ
れ
に
馴
れ
て
い
る
の
で
、
通
信
手
段
の
変
化
を
受
け
つ
つ
も
、
当
分
の
間
発
達
し
つ
づ
け
る
で
あ
ろ
う
。
次
の
章
で
に
こ
の
叶
巳
o
m
g匂
Z
S
の
文
法
を
検
討
し
よ
う
。
第
二
章
電
報
文
の
文
法
本
章
で
は
貿
易
通
信
に
用
い
ら
れ
る
英
語
普
通
語
電
報
の
文
法
的
特
徴
を
研
究
す
る
。
先
づ
電
報
起
案
の
要
領
を
例
示
す
る
。
先
ず
指
定
語
(
O
E
E
R
U
1
吋
o
z
m
E
B
)
に
は
不
要
だ
が
乙
乙
で
は
長
文
に
な
り
そ
う
だ
か
ら
F
吋
と
す
る
。
戸
、
吋
や
ロ
円
向
。
三
を
受
付
け
な
い
地
方
も
あ
る
か
ら
現
行
制
度
に
注
意
す
る
)
(
a
)
大
低
初
め
に
参
照
事
項
を
書
く
口
先
方
の
手
紙
や
電
報
の
日
付
を
宛
名
:
ゎ
ω
E
O
〉
品
同
Oω
文
日
(
こ
こ
で
は
仮
に
k
r
Z
の
切
戸
吋
何
の
巴
わ
同
の
k
r
F
司
〉
と
し
て
お
く
)
本
=
J
向
。
白
河
ω
、
吋
開
Z
叶
出
=
号
=
。
河
口
何
回
一
句
=
又
は
単
に
H
一
五
七
d
と
し
た
り
、
見
本
番
号
ω当
m
Z
F
Z
。
こ
品
名
な
ど
を
出
せ
ば
「
何
々
の
件
」
な
る
こ
の
如
く
参
照
し
た
り
、
注
文
番
と
が
わ
か
る
。
〈
b
)
用
件
O
E
2
z
。
・
5
ア
∞
当
主
の
F
Z
。
・
N
O
ω
ω
の
ω
∞
巾
は
無
い
。
ω
O
×
A
O
ベ仏
ω
の
も
の
二
万
ヤ
i
ル、
一
二
月
積
、
二
O
，
e-の
百
件
(
三
労
)
で
記
帳
し
た
。
確
認
乞
う
」
と
書
き
た
い
の
で
あ
る
。
誌
み
に
l
。
河
口
問
何
百
吋
M
O
ω
ω
ω
∞
×
ム
(
)
d
z
k
r
〈
〉
H
F
K
F
回
F
開
国
O
O
同
開
口
ω
C
×
A
O
叶
巧
開
Z
J
内
吋
出
o
d
∞
〉
Z
U
U
開
わ
明
富
国
何
回
ハ
い
百
ハ
U
ω
の
開
Z
叶
∞
叶
宅
開
Z寸
ベ
ハ
U
O
富
国
同
冨
次
に
O
丘
2
2
。
・
5
∞
は
∞
君
主
の
F
Z
0
・
N
O
印
印
は
無
い
。
∞副司釦件。vz。NOωω
・
ω∞=×
K81Fω
を
一
万
ヤ
i
ル、
一
二
月
積
、
二
六
d
え
な
円
で
す
る
。
す
ぐ
返
電
乞
う
」
海
外
貿
易
と
国
際
電
気
通
信
に
就
い
て
一一一
組
組
ベ
J
組
組
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。
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鎖
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ß
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J
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障
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1
0
A
J
~
~
~
。
μ
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1
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v
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ニ
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一
印
吋
N
o
u
ω
∞
∞
×
ム
(
〕
d
z
k
r〈
K
F
H
F
〉
回
F
開
同
M
F
開
〉
ω
開
の
O
Z
E
周
忌
ωO×
kS
吋
巧
開
Z
吋
J
町
、
吋
同
o
d
∞
〉
Z
U
ロ
開
の
開
富
国
開
問
、
吋
宅
開
Z
叶
J
町
一
切
∞
N
o
g
d
z
k戸
〈
krHFKF回一F開
。
司
司
何
回
一
~
o
ω
ω
ω
∞
×
ム
〔
)
、
吋
開
Z
、
吋
出
O
C
ω
k
r
z
ロ
ロ
開
の
明
富
田
開
問
叶
宅
開
Z
吋
ベ
ω
ロ
も
う
一
例
、
実
験
し
て
み
よ
う
。
「
御
注
文
第
一
一
一
一
四
号
の
真
鈴
針
金
、
見
込
み
が
あ
る
。
成
約
に
力
め
ら
れ
た
し
」
或
る
人
の
起
草
さ
れ
た
案
を
見
る
と
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
一
0
0
キ
ロ
ト
ン
、
原
料
難
の
た
め
御
指
定
の
日
に
積
め
な
い
が
、
四
月
十
五
日
ま
で
な
ら
。
河
口
開
問
N
二
品
ロ
ロ
何
印
国
O
問
、
H
，
K
F
の
開
冨
K
F
叶
何
何
回
〉
F
d
z
k
r
回
F
開
ω
出
口
》
〉
ω
ω
司
開
。
ロ
J
H
W
U
の
k
r
z
H
M
問
。
回
K
F
回
F
J
内
〉
問
問
〉
Z
の
開
k
r
司
河
口
、
一
切
叶
国
、
H
，
開
F
開
。
同
K
F
H
M
出
〉
の
の
何
回
ν
、
H
，
〉
Z
の
開
す
な
お
で
よ
く
わ
か
る
が
電
文
体
と
し
て
は
不
馴
れ
で
あ
ろ
う
。
ロ
ロ
開
や
回
開
。
〉
ロ
ω開
の
よ
う
な
「
理
由
」
を
示
す
接
続
語
は
用
い
な
く
と
も
論
理
的
に
わ
か
る
こ
と
が
多
い
。
C
Z
〉
回
F
開
し
ω
国
百
K
F
∞
ω
H
M
一
史
U
同
司
同
開
一
口
は
、
例
へ
ば
d
z
ω
国
百
〉
回
同
十
開
冨
k
r
同
の
出
の
ハ
い
〉
Z
司
問
。
回
k
r
回
F
J
同
k
r
問
問
〉
Z
の
何
は
〉
問
問
k
r
Z
の
開
K
F
回
戸
別
で
よ
い
。
よ
う
に
明
記
し
た
方
が
短
い
。
阿
川
一
問
。
回
〉
思
し
J
町
が
必
要
な
ら
残
し
て
も
よ
い
。
「
成
約
に
力
め
よ
」
が
「
承
諾
の
旨
打
電
せ
よ
」
に
な
っ
て
い
る
が
少
し
違
う
口
改
め
て
み
る
と
。
河
口
開
問
N
一
手
d
z
ω
出
口
M
〉
回
戸
開
冨
k
r
同
の
国
海
外
貿
易
と
国
際
電
気
通
信
に
就
い
て
一一一五
経
営
と
経
済
一一一六
冨
〉
、
同
，
開
問
円
P
F
ω
の
krM州
開
ハ
い
開
富
岡
阿
)kr
阿
川
河
口
、
〉
何
回
〉
Z
O開
KF
回
F
開
ロ
O
C
叶
冨
O
∞、同，
尤
も
、
こ
う
切
り
つ
め
て
も
戸
叶
な
ら
節
約
に
な
ら
な
い
が
、
二
二
語
の
半
分
一
一
語
付
近
な
ら
ば
O
E
Z
R可
で
打
つ
方
が
早
く
者
く
だ
け
有
利
で
あ
る
0
2
0
河
口
同
月
三
を
省
、
き
回
以
己
5
2
0
の
ω
E
O
K
F仏
門
戸
円
gω
あ
ら
ば
一
一
一
語
に
な
る
。
F
、
吋
に
す
る
な
ら
ば
回
同
〉
ω
ω
者
同
同
開
O
Z
何
回
d
Z
口
問
何
回
)
冨
¥
叶
そ
の
他
の
明
細
を
充
実
さ
せ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
節
約
一
方
で
な
く
、
時
差
も
考
え
て
緩
急
を
指
定
し
、
真
に
経
済
的
に
有
効
に
利
用
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
尚
、
参
考
ま
で
に
ロ
ー
マ
字
は
か
な
り
有
利
で
、
、H
4
d
d
冨
o
z
z
ロ
叶
口
叶
ロ
ベ
O
Z
回
K
F
Z
の
開
Z
同J
町。
z
k
r
Z口
開
冨
〉
Z
H〉
者
〉
Z
d
の
〉
印
同
の
K戸、吋
d
M
C
の
。
出
回
冨
同
問
。
冨
阿
〉
何
回
印
刷
同
時
〉
関
口
問
。
助
詞
、
助
動
詞
が
前
の
語
に
連
結
で
き
る
の
と
、
漢
語
の
利
用
な
ど
に
よ
っ
て
有
利
と
な
る
。
此
処
で
は
英
文
を
主
と
す
る
の
で
ロ
ー
マ
字
は
扱
わ
な
い
が
、
関
口
口
か
ら
次
々
に
用
例
集
が
出
る
の
で
そ
れ
に
譲
る
。
語
数
節
減
の
基
本
原
理
で
見
た
よ
う
に
電
報
文
は
ど
う
い
う
原
理
民
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
?
一
般
に
英
語
に
お
い
て
語
数
を
節
減
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
を
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
?
「
省
略
」
と
い
う
こ
と
を
考
へ
て
み
よ
う
。
、.，
4
・i，.‘、
文
法
的
文
と
電
報
文
主
語
述
語
を
備
え
我
々
が
最
も
普
通
に
文
と
考
え
る
よ
う
な
形
式
を
完
備
し
た
も
の
に
比
べ
て
、
電
報
文
は
た
し
か
に
奇
異
な
形
を
し
て
い
る
。
し
か
し
運
用
言
語
の
実
態
を
見
れ
ば
、
対
話
の
際
の
応
答
や
新
聞
の
見
出
し
ゃ
広
告
、
看
板
な
ど
に
見
る
よ
う
に
定
形
的
で
な
い
文
は
日
常
生
活
に
、
き
わ
め
て
多
い
。
そ
れ
等
を
完
全
な
文
に
対
し
て
不
完
全
な
文
、
に
け
が
省
略
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
説
明
は
当
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
文
法
で
い
う
「
省
略
」
(
巴
=
℃
巴
ω
)
は
、
形
式
上
完
全
な
文
に
す
る
に
は
必
要
だ
が
文
除
、
言
語
経
験
一
般
知
識
な
ど
に
よ
っ
て
補
充
可
能
で
意
味
の
よ
く
わ
か
る
語
句
を
省
く
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
省
略
さ
れ
た
形
し
か
実
務
に
用
い
な
い
こ
と
も
多
い
。
わ
ざ
わ
ざ
「
復
元
」
し
て
か
ら
了
解
す
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
こ
と
が
多
い
。
電
報
文
に
か
な
り
近
い
新
聞
の
見
出
語
(
出
g
E
E
σ
)
を
例
に
と
れ
ば
、
a 
問。
E-
甲山の
OE--日
g
M・ω沼
山
b 
同
ロ
品
目
ω
の
。
B
Bゆ
円
。
E
-
同
己
ω
ω
開
u
内定ロ門問。仏
C 
国
g
江
戸
件
。
問
。
J
1
。
w
o
〉
立
芯
-oωω
d 
ロ・
ω・
富
山
-
Z
2
M
可
出
ω
E
V一
司
当
=
F
Z
o
d司
し
『
ω
H
K
w
ロ
ロ
m
w
向
。
ロ
g
H
M
ω
立
a 
小
売
物
価
二
・
三
%
反
騰
す
b 
日
印
通
商
規
定
延
長
さ
る
ブ
ラ
ジ
ル
三
五
条
援
用
を
撤
回
せ
ん
C d 
米
軍
当
局
新
安
保
条
約
に
満
足
と
い
う
意
味
で
あ
る
こ
と
が
一
読
直
解
で
き
る
。
そ
れ
は
長
い
聞
の
言
語
習
慣
と
一
般
背
景
知
識
が
あ
っ
て
敢
て
詳
説
を
要
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
(
a
)
の
同
巳
ロ
g
は
‘
g
-
z
o
【
可
乃
至
d
S
E
-
-
宮
内
回
の
こ
と
で
あ
る
と
か
、
(
d
)
の
開
M
2
0
ロ
品
。
品
は
d
ω
4
0
H
H
O
O
ロ
O
M
2
0
ロ
品
。
仏
と
の
ぎ
問
。
〈
。
r
o
は
巧
即
日
目
又
は
宮
向
。
B
拘
件
。
円
ゆ
く
。
W
0
.
(
d
)
の
出
ω
℃
虫
、
.
の
前
に
は
d
o
w
動
詞
が
省
か
れ
て
い
る
な
ど
と
、
い
ち
い
ち
意
識
し
て
書
い
た
り
読
ん
だ
り
し
な
い
。
出
g
丘
古
ゅ
で
は
動
詞
の
・
ω
は
概
に
自
動
詞
又
は
他
動
詞
の
能
動
態
で
既
に
起
っ
た
こ
と
を
報
じ
'
え
は
受
動
態
で
、
一
一
一
也
こ
れ
も
起
っ
た
こ
と
の
報
道
、
件
。
・
は
予
定
や
未
来
の
予
測
で
あ
る
。
の
。
匂
C
E
(
繋
辞
〉
海
外
貿
易
と
国
際
電
気
通
信
に
就
い
て
経
営
と
経
済
九
σ0.
は
省
く
こ
と
が
多
い
。
こ
う
い
う
ル
l
ル
は
説
明
の
た
め
の
も
の
で
、
実
際
に
は
Z
2
w
を
重
ね
た
よ
う
に
一
見
つ
な
ぎ
語
、
が
一
一
一
入
並
ん
で
S
U巴
ロ
m
-
E
E
は
習
慣
的
に
了
解
さ
れ
る
。
故
に
d
-
2
w
-
2
m
g
m
R
と
呼
ぷ
人
が
あ
る
。
わ
が
電
報
文
も
こ
れ
に
近
い
。
長
い
普
通
文
を
書
い
て
み
て
か
ら
省
略
に
か
か
る
と
い
う
の
は
順
序
と
し
て
幼
稚
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
異
な
る
条
件
で
の
作
文
は
語
数
節
減
に
全
く
役
立
た
な
い
の
で
あ
る
。
電
報
文
は
も
っ
と
直
接
的
に
作
成
、
了
解
さ
れ
る
。
(2) 
電
報
文
の
外
的
条
件
内
容
的
に
無
駄
を
省
く
こ
と
は
後
で
述
べ
る
と
し
て
、
電
報
文
は
制
度
的
、
機
械
的
各
種
の
制
約
下
に
作
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
の
外
的
条
件
を
反
省
し
て
み
よ
う
。
先
づ
現
行
取
扱
規
程
中
、
一
一
一
口
語
的
に
意
義
あ
る
点
を
拾
う
と
、
a 
普
通
話
の
定
義
と
特
例
料
金
計
算
、
語
数
計
算
の
原
則
最
低
限
料
金
b C d 
電
信
用
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
な
ど
で
あ
る
。
普
通
語
の
定
義
は
前
章
に
引
用
し
た
。
そ
の
ほ
か
「
国
語
の
用
法
に
反
し
て
連
結
し
又
は
変
改
し
て
組
み
立
て
た
語
辞
は
普
通
語
と
し
て
使
用
す
る
と
と
が
で
き
な
い
」
と
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
は
普
通
語
と
認
め
る
例
(
あ
て
名
略
号
、
商
標
、
略
語
等
)
や
連
結
を
認
め
る
例
(
複
合
語
、
人
名
、
地
名
、
船
舶
名
、
全
部
文
字
で
書
い
た
数
字
等
)
が
あ
り
「
接
頭
辞
、
接
尾
辞
」
に
よ
る
語
形
成
も
か
な
り
克
大
に
見
て
く
れ
る
。
料
金
は
「
語
数
」
に
単
価
を
掛
け
て
出
す
わ
け
だ
が
、
普
通
電
報
に
は
「
一
五
字
ま
で
毎
に
一
語
と
す
る
」
語
が
大
部
分
で
あ
る
。
五
字
と
い
う
と
zzmgHUEs=司
の
よ
う
な
長
い
語
で
も
一
語
で
あ
る
か
ら
、
語
の
長
さ
は
た
い
し
て
苦
に
な
ら
ず
、
節
減
の
主
力
は
「
語
数
」
に
注
ぐ
べ
き
こ
と
が
わ
か
る
。
(
国
g
円回目
E0.
ゃ
、
3-aで
は
短
い
語
の
方
が
よ
い
)
最
低
限
料
金
は
、
OEEω
ミ
・
口
同
向
。
己
で
は
総
語
数
五
語
分
、
F
吋
で
は
二
二
語
分
で
あ
る
。
指
定
語
、
開
M
円。
-
5
z
o
の
ち
-
O
K戸
内
同
門町
gω
の
有
無
に
よ
っ
て
、
。
同
品
目
B々
で
は
本
文
に
二
i
三
語
、
岡
、
吋
で
は
一
八
i
一
九
語
使
え
る
。
F
吋
料
金
は
O
片品目白
ω々
の
半
分
だ
か
ら
一
一
語
ま
で
は
F
叶
で
打
っ
て
も
節
約
に
な
ら
な
い
。
F
、
吋
に
の
。
品
。
は
使
え
な
い
が
、
普
通
語
で
一
八
i
一
九
語
も
あ
れ
ば
相
当
の
こ
と
が
書
け
る
。
「
時
差
」
も
考
慮
に
入
れ
る
と
O
E
Eロ
可
や
C
G
o
E
で
打
っ
て
も
案
外
役
に
た
た
ぬ
事
も
あ
る
。
翌
日
早
々
配
達
さ
れ
る
F
吋
で
十
分
間
に
合
う
こ
と
が
多
い
。
か
く
て
電
報
文
で
語
数
を
切
り
つ
め
る
と
言
っ
て
も
、
概
ね
F
、H
，
自
由
巳
自
己
旨
を
目
標
に
す
る
こ
と
が
現
行
制
度
で
は
有
効
で
あ
る
。
電
信
用
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
も
文
体
を
支
配
す
る
。
大
文
字
ば
か
り
で
あ
る
。
句
読
点
は
あ
っ
て
も
料
金
を
取
ら
れ
る
か
ら
な
る
べ
く
使
わ
な
い
。
行
を
改
め
パ
ラ
グ
ラ
フ
を
作
る
等
空
間
的
自
由
が
利
か
な
い
。
(
叶
o-oM
で
は
句
読
点
の
使
用
も
空
間
的
工
夫
も
料
金
上
大
し
て
不
利
と
な
ら
な
い
)
ω
英
語
の
特
性
と
電
報
文
以
上
の
よ
う
な
外
的
条
件
に
加
え
て
、
英
語
そ
の
も
の
に
電
報
に
は
不
利
な
点
が
あ
る
。
英
語
は
分
析
的
な
言
語
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
9
名
詞
の
数
、
性
、
格
、
動
詞
の
人
格
、
数
、
時
制
、
態
、
法
、
形
容
詞
、
副
詞
の
比
較
そ
の
他
語
聞
の
関
係
を
表
わ
す
の
に
、
綜
合
的
(ω
ヨ三
5
Z
の
)
な
言
語
で
は
語
尾
を
一
寸
変
化
さ
せ
れ
ば
よ
い
が
、
英
語
に
は
屈
折
や
語
尾
変
化
が
比
較
的
に
少
な
く
、
助
動
詞
や
前
置
詞
が
活
躍
し
語
順
に
依
在
す
る
こ
と
も
大
き
い
。
こ
れ
は
電
報
料
金
制
度
か
ら
言
う
と
大
へ
ん
不
利
で
あ
る
。
例
え
ば
、
普
通
語
で
一
五
文
字
ま
で
毎
に
一
語
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
屈
折
な
ど
で
字
数
が
少
々
増
え
て
相
当
長
い
語
に
な
っ
て
も
町
一
五
字
以
内
で
す
む
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
に
反
し
て
、
助
動
詞
や
前
置
詞
は
如
何
に
短
い
語
で
も
語
数
が
増
え
て
不
利
で
あ
る
。
海
外
貿
易
と
国
際
電
気
通
信
に
就
い
て
ご
一
九
経
営
と
経
済
一
O
一
般
に
文
を
構
成
す
る
の
に
必
須
の
語
と
し
て
は
名
詞
・
動
詞
を
中
心
と
し
、
そ
れ
に
形
容
詞
・
副
詞
が
つ
く
l
い
わ
ゆ
る
実
質
語
(
司
ロ
ロ
君
。
片
品
ω)
が
主
で
あ
り
助
動
詞
・
前
置
詞
の
よ
う
に
そ
れ
身
体
独
立
し
て
は
十
分
意
味
を
も
た
な
い
機
能
語
(
司
ロ
ロ
己
目
。
口
語
。
邑
ω〉
は
語
数
節
約
上
な
る
べ
く
減
ら
し
た
い
。
英
語
で
は
未
来
を
現
す
に
も
、
受
動
態
一
つ
作
る
に
も
助
動
詞
が
い
る
わ
け
で
、
電
文
体
で
は
そ
れ
を
嫌
っ
て
動
詞
そ
の
も
の
の
変
化
を
精
一
杯
活
用
し
て
語
数
節
減
を
計
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
他
冠
詞
は
恐
ら
く
全
部
省
き
、
間
投
詞
は
殆
ん
ど
必
要
な
く
、
接
続
詞
も
論
理
上
明
白
な
こ
と
が
多
い
の
で
あ
ま
り
使
は
な
い
。
口
問
詞
別
に
い
い
得
る
の
は
こ
れ
位
な
大
、
ざ
っ
ぱ
な
こ
と
で
、
あ
と
は
単
語
の
語
形
上
の
特
徴
と
、
文
章
構
成
法
上
の
工
夫
を
次
節
で
研
究
す
る
。
要
す
る
に
、
分
析
的
な
英
語
は
電
報
料
金
制
度
上
は
不
利
で
あ
る
の
で
、
英
語
に
残
存
す
る
語
尾
変
化
や
語
順
を
最
大
限
活
用
し
つ
つ
最
少
語
数
で
最
大
限
の
意
味
を
盛
ろ
う
と
す
る
の
が
、
電
報
文
体
の
特
色
で
あ
る
。
内
容
的
節
減
そ
の
前
に
内
容
的
に
反
省
す
べ
き
点
を
指
摘
し
て
お
く
。
長
い
電
報
を
打
た
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
の
は
、
語
法
操
作
が
拙
い
の
み
で
な
く
、
事
前
協
定
が
足
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
文
法
的
な
工
夫
は
次
節
以
下
に
詳
し
く
述
べ
る
が
、
一
口
語
的
に
言
う
と
、
「
場
面
」
の
利
用
が
拙
い
の
で
あ
る
。
会
話
で
も
質
問
に
対
す
る
応
答
は
短
か
く
て
す
む
。
広
告
や
看
板
は
写
真
や
実
物
に
密
着
さ
せ
る
と
言
語
は
最
少
限
で
す
む
。
国
g仏
Z
5
は
不
特
定
多
数
の
読
者
に
未
知
の
事
件
を
報
ず
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
背
景
知
識
に
依
在
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。
貿
易
電
報
は
同
業
者
問
、
当
事
者
間
で
あ
る
か
ら
更
に
多
く
の
こ
と
を
既
知
項
と
し
て
す
ま
せ
る
。
例
へ
ば
l
a 
彼
我
の
電
報
や
手
紙
、
注
文
書
、
商
品
の
種
類
等
の
B
F円
3
8
を
一
語
で
す
ま
せ
る
工
夫
。
例
へ
ば
開
H
M
¥
∞¥
M
K
F
に
示
し
を
一
般
的
な
で
や
っ
て
い
る
か
ら
三
O
p
r
三
六
p
r
p
三
八
が
に
と
付
記
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
プ
リ
ン
ト
も
の
に
於
て
色
や
柄
の
多
数
あ
る
場
合
に
も
一
語
で
す
ま
す
た
め
に
は
、
見
本
交
換
を
よ
く
や
っ
て
∞
ω
B
1
0
て
の
円
。
u
ー
の
。
2
0ロ
ロ
ロ
-
∞
君
主
o
F
Z
0
・N
D
ω
ω
Z0・
一
つ
で
万
事
了
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
b 
成
約
方
式
に
つ
い
て
の
協
定
。
E
O
内
向
。
ち
と
あ
ら
ば
何
日
間
有
効
と
き
め
れ
ば
=
岡
田
戸
ベ
出
2
0
回
可
富
。
ロ
念
、
.
な
ど
の
特
別
の
場
合
の
外
不
用
と
な
る
。
c 
単
位
・
建
値
の
協
定
0
2
寸
巧
悶
Z
、吋ベ
w
w
は
単
価
で
ご
吋
喝
。
ロ
ミ
§
8
8ロ
q.
の
よ
う
に
大
き
い
の
は
数
量
と
い
う
こ
と
は
推
測
可
能
で
あ
る
が
単
価
は
司
O
切
か
の
百
か
、
セ
ン
ト
か
ペ
ン
ス
か
等
の
別
数
量
に
は
3Eω
か
ト
ン
も
米
ト
ン
か
英
ト
ン
か
メ
l
ト
ル
ト
ン
か
等
を
よ
く
打
ち
合
わ
せ
る
。
そ
の
他
先
行
通
信
の
全
面
的
利
用
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
O
E
E
m
w円
以
可
電
に
於
て
は
わ
o
含
と
の
混
用
も
許
さ
れ
る
か
ら
の
0
品
。
的
協
定
も
可
能
で
あ
る
。
三
電
報
文
の
文
法
貿
易
用
英
語
普
運
電
報
で
は
、
単
語
の
形
態
上
ど
ん
な
工
夫
を
す
る
か
?
文
章
構
成
法
上
ど
ん
な
工
夫
を
す
る
か
?
代
表
的
文
型
は
H
M
同
一
く
ω
件。
引
き
出
せ
な
い
か
?
A 
単
語
の
工
夫
ω
長
く
て
不
体
裁
で
も
意
味
の
充
実
し
た
語
を
選
ぶ
叶
己
omg匂
E
の
色
々
の
如
く
一
五
文
字
一
杯
使
っ
て
も
σ可
g
z
o
よ
り
有
利
で
あ
る
。
「
成
約
に
力
め
よ
」
2
0
5目
。
巳
g
o
-
g
o〉
な
ど
も
開
Z
口
問
〈
O
C
同
の
如
く
、
う
の
が
あ
り
ま
せ
ん
」
を
ロ
ヨ
向
開
Z
ω
H
O
Z
K
F
F
F
ベ
C
Z
〉
〈
krHKF
回
伊
開
の
よ
う
に
。
「
寸
法
の
ち
ょ
う
ど
合
海
外
貿
易
と
国
際
電
気
通
信
に
就
い
て
接
辞
の
最
大
限
利
用
接
頭
語
、
特
に
ロ
ロ
・
を
あ
ら
ゆ
る
否
定
に
、
接
尾
語
〉
EL開
を
可
能
性
の
表
現
に
大
い
に
使
う
。
一一
一
経
蛍
と
経
済
c
z
k
rの
の
何
一
司
、
吋
〉
回
一
F
F
c
z
k
p
ロ
〈
同
ωkr
回一
F
開
の
よ
う
に
正
常
な
も
の
も
あ
る
が
、
d
z
o司
司
何
回
〉
回
F
F
C
Z
ω
出
口
γ
〉
回
円
、
開
の
よ
う
に
普
通
文
に
は
向
か
な
い
も
の
か
ら
、
極
端
な
の
は
d
z・回
k
r
Z同
〉
切
戸
別
一一
一
C
Z同
開
ハ
い
開
門
〈
切
り
"
d
z
k
F河
何
回
〈
切
り
w
の
よ
う
な
無
理
も
あ
る
。
(
銀
行
が
通
し
て
く
れ
な
い
意
)
ω
複
合
語
、
略
語
、
特
例
に
よ
る
連
結
標
準
的
辞
書
に
あ
る
複
合
語
は
ハ
イ
フ
ン
な
し
で
連
結
し
て
一
五
文
字
ま
で
毎
一
語
と
し
て
使
え
る
商
用
・
一
般
用
の
略
語
も
相
当
認
め
ら
れ
、
船
舶
名
や
数
字
の
よ
う
に
特
例
に
よ
る
連
結
も
多
数
認
め
ら
れ
て
い
る
。
例
H
m
w
の
河
〉
司
口
N
o
z・H
同
。
z
o同
開
(
た
だ
し
可
。
ロ
司
f
g
)い
わ
o
d
Z吋
開
問
。
司
司
一
何
回
(
た
、
だ
し
司
宵
自
え
な
円
)
一
F
¥。
・
回
¥
「
司
O
回
(
た
だ
し
同
吋
吋
は
の
。
品
。
で
は
一
一
語
、
だ
が
普
通
語
と
し
て
は
B
U
1
0口
同
件
。
-
o
m
g
B
の
三
語
)
一
回
以
一
同
開
ω冨
O
Z問
。
切
(
船
名
問
円
g
E
o
E
宮
。
ロ
8
0一
の
こ
と
)
O
Z
E
4
4問
、
吋
君
。
N
問
問
。
一
五
二
O
)
司
。
河
吋
ベ
吋
出
口
，
J
町
(
四
O
、
三
O
)
。]pro-rr
以
上
要
す
る
に
、
単
語
に
つ
い
て
は
意
味
の
充
実
し
た
単
語
を
沢
山
知
っ
て
い
る
こ
と
、
接
辞
を
十
分
活
用
し
て
意
味
を
拡
げ
る
こ
と
、
及
び
現
行
料
金
制
度
、
語
数
計
算
の
例
に
通
暁
し
て
最
大
限
利
用
す
る
こ
と
の
三
点
で
あ
る
。
標
準
的
辞
書
と
は
英
語
で
は
巧
o
t
E
o
p
。
止
。
丘
"
m
gロ
骨
片
品
の
よ
う
な
辞
書
及
び
そ
の
縮
刷
版
と
関
口
口
で
は
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
辞
書
に
載
る
の
は
実
用
よ
り
も
ず
っ
と
後
で
あ
る
か
ら
、
実
際
の
取
扱
い
に
注
意
し
、
語
学
的
に
も
研
究
を
深
め
て
取
尚
り
扱
い
の
矛
盾
や
お
く
れ
を
是
正
す
る
よ
う
に
心
が
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
B 
文
章
構
成
法
上
の
工
夫
)
 
4
E
I
 
，，E
・、
電
文
は
普
通
文
か
ら
「
省
略
」
し
て
作
っ
た
り
普
通
文
に
「
複
元
」
し
て
か
ら
了
解
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
独
特
の
文
体
(2) 
と
し
て
直
接
的
に
作
成
了
解
す
る
も
の
で
あ
る
。
ω
+
司
、
が
基
本
の
型
で
は
あ
る
が
、
S
は
必
ず
し
も
文
法
的
主
語
に
限
ら
ず
、
む
し
ろ
話
題
で
あ
る
。
P
は
S
に
つ
い
て
の
叙
述
で
あ
る
が
、
定
形
動
詞
を
持
つ
完
全
な
述
部
の
形
式
を
必
ず
し
も
取
ら
ず
、
形
容
詞
を
用
い
て
(
。
。
u
z
Z
繋
辞
)
の
p
b
e
d
を
省
い
た
り
、
動
詞
の
問
。
。
Faw山
口
問
形
を
以
て
大
抵
の
叙
述
部
を
全
う
せ
ん
と
す
る
。
最
も
代
表
的
な
型
は
次
の
四
型
で
あ
る
。
第
一
型
名
詞
+
形
容
詞
(
の
。
。
己
ω
な
き
叙
述
)
例
F
H
C
開
Z
ハU
開
d
Z
O
回、
H，K
F
H
Z
K
F
回
F
開
第
二
型
問
。
。
件
例
一
。
司
司
開
問
M
O
N
ω
第
三
型
-
0門
同
例
∞
KF
冨阿
M
F
開
∞
〉
同
開
冨
K
F
H
F
開
口
第
四
型
回
口
問
可片山。。
何
回
ωロ
ム
の
。旬。ロ同ロ
m
の
間
切
り
同
、
吋
(4) 
以
上
を
敷
行
ず
れ
ば
|
電
文
の
要
領
は
、
大
低
の
陳
述
疑
問
、
要
求
「
何
は
何
々
で
あ
る
」
と
か
「
何
は
ど
う
し
た
」
と
か
の
二
要
素
に
凝
固
す
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
「
注
文
第
一
O
五
号
の
件
は
残
念
乍
ら
輸
出
承
認
を
得
ら
れ
な
い
た
め
船
積
で
き
ま
せ
ん
」
と
言
い
た
い
な
ら
、
先
づ
。
同
ロ
何
回
一
οω=
又
は
単
に
。
P
一
O
五
d
と
出
る
。
次
に
「
積
出
せ
な
い
」
は
4
司
ぬ
の
ω
ロ
ロ
。
仲
ω『
仲
間
】
を
い
く
ら
工
夫
し
て
も
短
縮
出
来
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
H
一
O
五
d
が
ど
う
し
た
か
を
考
え
る
と
、
接
辞
の
活
用
に
よ
り
蜘
d
z
ω
出
口
MKF回
F
開
.
を
得
る
か
ら
H
一
O
五
d
z
ω
出
口
γ
〉
回
戸
句
"
で
第
一
型
。
以
下
z
F
阿
わ
同
Z
の
開
d
z
。
回
吋
〉
H
Z
〉
回
F
句
"
も
同
様
に
出
来
る
。
乙
の
二
つ
を
並
べ
る
だ
け
で
、
互
の
論
理
的
関
係
は
明
白
で
あ
る
か
ら
=
O巧
同
zq.
や
z
一回一切の〉ロ
ω円
切
の
よ
う
な
接
続
の
こ
と
ば
は
不
用
で
あ
る
。
こ
の
原
則
か
ら
最
も
便
利
な
型
は
上
例
に
見
る
如
く
第
一
型
で
あ
る
。
a
a
冨
〉
同
一
同
開
同
，
ω吋
同
ozq.の
よ
う
な
単
純
な
の
も
あ
る
が
、
海
外
貿
易
と
国
際
電
気
通
信
に
就
い
て
一一
一
経
営
と
経
済
一一一一四
「
乙
の
。
氏
。
円
は
早
く
お
受
け
に
な
ら
な
い
と
損
で
す
よ
」
と
い
う
気
持
を
ご
出
何
回
吋
〉
叶
H
o
z
d
z
k
rロ
〈
阿
ω〉回一
F
円
切
の
よ
う
に
凝
回
し
た
り
、
「
ぜ
ひ
九
月
中
に
積
み
出
せ
」
と
い
う
命
令
を
=
ω
出
口
M
∞何回
M
吋
開
冨
回
何
回
w
w
で
は
積
り
な
い
の
で
‘‘ω開同
M
叶
開
冨
回
何
回
(
ω
国
百
冨
何
一
Z
叶
)
H
V
弓
一
何
回
〉
叶
H
4
何
こ
の
よ
う
な
陳
述
に
す
る
。
第
二
型
は
動
詞
原
形
を
前
に
出
す
の
で
=
。
司
一
司
一
円
句
"
は
z者
同
丘
町
2
3
か
E
O
R
2
せ
よ
な
の
か
局
外
者
に
は
わ
か
ら
な
い
の
が
当
事
者
聞
に
不
便
は
殆
ん
ど
な
い
。
商
用
電
報
の
用
件
と
し
て
「
我
々
が
何
々
す
る
」
と
い
う
事
態
は
意
思
表
示
に
多
く
、
動
作
的
な
も
の
と
し
て
は
「
見
本
を
送
っ
た
」
と
か
「
信
用
状
を
開
い
た
」
と
か
、
過
去
又
は
現
在
完
了
が
多
く
第
三
型
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
要
求
・
命
令
は
勿
論
多
い
が
内
容
的
に
陳
述
と
混
同
す
る
恐
れ
は
少
な
い
。
然
る
に
‘
当
。
丘
町
2
.
の
つ
も
り
で
=
O
可
司
開
何
回
zq.
と
せ
よ
と
い
う
社
風
も
あ
り
、
O
R
R
や
何
回
2
0切
片
の
よ
う
な
-巧
ω
os-
の
つ
も
り
で
hbr
一一のの何一司、
H，H
z
q・
と
や
る
人
も
あ
る
が
、
後
述
す
る
如
、
き
ア
イ
マ
イ
さ
が
あ
る
の
で
感
心
し
な
い
。
第
三
型
は
、
・
え
規
則
動
詞
の
場
合
は
過
去
形
か
過
去
文
詞
形
か
形
の
上
で
区
別
は
つ
か
な
い
。
内
容
的
に
は
=
∞
〉
冨
同
M
F
同
〉
見
守
一
一
宮
〉
口
、
何
一
口
=
)
と
あ
れ
ば
要
す
る
に
「
見
本
送
っ
た
」
で
あ
り
、
こ
れ
が
過
去
か
過
去
文
詞
か
乃
至
は
能
動
か
受
動
か
と
水
か
け
論
を
し
て
も
つ
ま
ら
な
い
。
=
J
同
O
白
河
吋
開
Z
叶
出
〉
の
わ
開
問
M
叶
開
口
=
で
も
=
O
河
口
何
回
一
o
ω
ω
同
HH4開
口
出
何
回
当
〉
冨
〉
河
口
w
w
に
於
て
も
、
主
調
は
受
動
的
で
あ
り
完
了
的
で
あ
る
。
「
手
形
は
東
京
銀
行
で
取
り
組
ん
だ
」
を
前
後
の
都
合
で
a
h
口
同
開
巧
口
問
K
F
司
、
円
(
吋
出
回
o
dの
出
)
吋
。
同
J
向
。
回
〉
Z
句
"
と
し
て
も
土
口
問
kr司、
H，
口
問
kr当
Z
叶
O
同
J
町
。
回
krz内
.
と
し
て
も
よ
い
が
E
口
問
〉
司
、
吋
口
問
何
者
吋
。
同
ベ
。
回
〉
Z
同
w
w
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
?
不
規
則
動
詞
の
場
合
は
こ
の
よ
う
な
形
の
ち
が
い
の
出
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
実
質
的
に
何
事
か
を
し
た
、
或
い
は
、
誤
解
は
起
ら
な
い
。
さ
れ
た
こ
と
に
第
四
型
山
口
問
に
は
問
題
が
あ
る
。
代
表
例
a
の
=同
M
間同ハ
U
開
ω
何
回
m
w
H
H
A
のェ
は
文
肱
上
別
段
の
条
件
が
な
け
れ
ば
「
目
下
値
段
が
上
り
つ
つ
あ
る
」
い
わ
ゆ
る
進
行
中
の
動
作
で
あ
る
。
b
=
O
旬
開
Z
H
Z
の
の
同
開
一
U
H
H
，
=
は
「
ま
さ
に
聞
か
ん
と
す
」
と
い
う
近
接
未
来
、
筆
者
の
意
図
で
あ
る
。
主
と
し
て
動
詞
の
意
味
に
よ
っ
て
わ
か
る
。
anF開〈同一Zの
、
同
，
O
同
J
向
。
富
。
z
ロ
k
r
J
同
=
や
k
F
H
H
N
冨
〉
H
F
H
Z
の
∞K
F
冨
同
M
F開
句
.
に
お
い
て
は
既
に
動
作
が
始
ま
っ
た
も
同
然
と
言
え
る
ほ
ど
近
い
未
来
の
乙
と
で
あ
る
。
-
E
m
で
未
来
が
表
わ
せ
る
か
ら
と
い
う
の
で
、
あ
ま
り
遠
く
の
こ
と
や
実
現
見
込
の
薄
い
こ
と
を
-
z
m
で
表
わ
し
て
は
B
Z
-
g
丘
ロ
聞
で
あ
る
。
「二
O
二
三
売
切
れ
追
っ
て
丘
町
2
す
る
」
E
M
C
M
ω
開
凶
出
k
r
c
m
叶
開
口
O
H
4
司
何
回
Z
の
F
〉
吋
何
句
"
と
か
「
も
し
同
品
同
値
で
更
に
五
0
ト
ン
入
手
可
能
な
ら
ば
F
¥
の
一
二
三
四
増
額
の
用
意
あ
り
」
Z
H
Z
の
同
開
〉
ω
H
Z
の
の
同
開
口
、
吋
一
二
三
四
弓
司
白
河
、
吋
出
何
回
司
ロ
斗
ベ
叶
O
Z
ω
〉
〈
〉
口
、
〉
切
戸
別
ω
〉
冨
開
吋
自
の
一
句
"
の
如
く
、
時
や
条
件
を
明
示
す
れ
ば
誤
解
の
お
そ
れ
が
な
い
。
え
な
円
や
ω
2
0
1
.
の
よ
う
に
普
通
文
に
お
い
て
も
あ
ま
り
進
行
形
に
し
な
い
語
を
・
2
m
形
で
使
う
と
ア
イ
マ
イ
に
な
る
。
a
h
k
r
の
の
開
司
、
H
，
H
Z
Q
.
が
「
承
諾
の
意
思
表
示
と
し
て
十
分
な
る
や
否
ゃ
に
つ
い
て
論
争
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
一
語
、
だ
け
見
て
は
決
め
手
が
な
い
。
£
1
0
ω
の
の
ゆ
同
》
て
の
つ
も
り
で
あ
る
と
主
張
す
る
こ
と
も
出
来
る
し
=
〉
の
の
同
司
吋
巴
)
=
の
よ
う
に
動
作
の
完
了
を
示
さ
ず
効
期
限
内
に
絶
対
無
条
件
で
む
し
ろ
未
完
了
を
示
す
か
ら
承
諾
の
意
志
表
示
と
し
て
は
不
十
分
な
り
と
主
張
す
る
こ
と
も
出
来
る
。
実
際
問
題
と
し
て
え
な
円
の
有
h
a
〉
の
の
何
回
M
H
，
H
Z
の
J
町
。
白
河
印
同
，
開
Z
叶
固
な
ど
打
っ
て
来
れ
ば
承
諾
と
考
え
て
も
よ
い
が
、
例
え
ば
一
O
0
ト
ン
。
ロ
2
し
た
の
に
対
し
て
z
ペ
o
d
間
的
叶
開
Z
吋
出
〉
の
の
開
司
、
吋
弓
向
。
司
同
司
、
H
，
J
内
同
，
o
z
m
-
w
な
ら
の
。
ロ
ロ
件
。
円
。
止
。
円
で
あ
る
。
二
0
セ
ン
ト
の
。
ロ
2
に
対
し
「
一
九
セ
ン
ト
な
ら
ば
受
け
る
」
と
い
う
意
気
込
み
を
表
し
た
い
か
ら
z
k
r
の
の
開
司
、
吋
H
Z
の
ロ
ワ
一
Z
H
Z
吋
開
閉
Z
=
と
打
つ
の
だ
と
い
う
人
も
あ
る
。
条
件
付
な
ら
誤
解
は
な
い
。
こ
れ
で
も
完
全
承
諾
に
は
=
ベ
C
C
河
川
凶
吋
同
Z
吋
出
〉
の
わ
開
句
、
円
切
り
=
が
安
全
で
あ
り
、
可
能
性
に
は
〉
の
の
図
司
、
H
，
k
r
E
L
何
回
Z
同
Z
刷
、
吋
何
一
切
一
Z
=
が
間
違
い
な
く
て
よ
い
。
ω
以
上
回
型
の
他
に
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
第
三
者
が
主
語
の
時
は
普
通
の
文
法
通
り
第
三
人
称
単
数
現
在
に
は
・
印
も
使
う
。
買
主
は
弁
償
を
要
求
し
て
い
る
」
一寸
は
回
何
回
ベ
何
回
口
開
一
宮
〉
Z
ロ
ω
の
O
宮
司
一
回
Z
ω
k
F
叶
H
O
z
-
-
で
あ
る
。
し
か
し
商
用
電
報
を
打
つ
事
態
を
海
外
貿
易
と
国
際
電
気
通
信
に
就
い
て
一
三
五
経
蛍
と
経
済
一一一一六
考
え
て
見
る
と
四
代
表
型
で
大
部
の
用
を
足
し
て
い
る
。
疑
問
文
は
元
来
主
語
や
助
動
詞
を
使
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
乙
と
が
多
い
の
で
、
者
何
回
。
ロ
の
ω
ロ
可
o
g
ω
F
q
o
E
2
Z
。
・
m
O
吋
は
。
河
口
開
一
月
五
O
-司
回
開
Z
ω
出
口
y
p
E
V
句
"
で
も
わ
か
る
が
頼
り
な
い
。
。
ω
ロ
ヨ
ロ
自
ω
E
u
m
F
q
B
O
ロ
片
品
ロ
ユ
ロ
伺
〉
同
】
江
戸
吋
の
意
味
を
E
H
ω
k
F
阿
川
河
口
、
(
ω
出
口
》
一
言
問
Z
吋
)
H
M
o
m
m
w
口
w
F
円
:
J，問問、開。同krHM一国司OωωHHWHFH、H，
J
町
〉
阿
川
河
口
、
(
ω
国
H
H
M
一
宮
開
Z
吋
)
=
の
何
回
ロ
U
1
0
ロ
ω
E
u
k
r
同
】
同
日
】
=
と
や
っ
て
み
る
と
夫
々
一
長
一
短
で
あ
る
。
代
表
型
に
は
ま
ら
ぬ
も
の
は
勿
論
普
通
文
に
近
く
や
っ
て
よ
い
わ
け
だ
が
、
無
茶
な
省
略
を
し
て
は
誤
解
の
因
と
な
る
か
ら
、
上
述
し
た
範
囲
の
用
法
に
従
う
の
が
、
英
語
の
特
性
に
も
叶
い
、
料
金
制
度
上
も
有
利
で
あ
ろ
う
。
ω
前
置
詞
・
接
続
詞
は
、
関
係
明
白
な
ら
ば
書
か
な
い
。
E
印
刷
同
H
C
d
m
の
F
K
F
H
V向
F
O
ロ
の
開
ロ
ロ
ロ
ω
叶
開
M
内
の
開
ω
ω
円
〈
開
"
w
(
「
重
大
な
ク
レ
ー
ム
提
起
さ
る
塵
挨
過
多
」
)
こ
の
両
要
素
を
逆
に
置
い
て
も
論
理
上
は
他
の
理
由
を
示
す
乙
と
明
白
で
あ
る
。
=
同
一
回
E
K
叶
口
開
ω
U
K戸
J
町一
Z
。
o
z
・
-
「
火
曜
日
正
午
ま
で
に
返
事
せ
よ
」
で
あ
る
が
、
返
事
の
到
着
を
条
件
と
す
る
な
ら
三
月
間
E
K
同
何
回
一
切
=
と
補
う
方
が
よ
い
。
t
z
o
。
z
=
は
ま
さ
か
主
ロ
。
。
ロ
ロ
ロ
丘
で
は
あ
る
ま
い
か
ら
示
可
、
は
書
か
な
く
と
も
よ
い
。
k
r
z
u
w
o
F
回
d
H
，
w
回
開
の
〉
口
ω
開
・
、
H
，
同
O
C
C
同
・
4
司
出
開
z
w
〉
司
、
H
，
何
回
・
回
開
司
O
同
F
H
一
戸
.
C
Z
F
開
ω
∞
な
ど
に
よ
っ
て
語
・
句
・
節
を
つ
や
つ
け
て
行
け
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
mw
句
読
点
も
極
力
節
約
す
る
o
z
ω
吋
O
H
M
-
-
は
可
。
ユ
。
仏
の
代
り
に
使
う
よ
り
も
、
も
っ
と
大
き
な
切
れ
目
に
使
い
、
使
は
な
く
て
も
わ
か
る
の
が
更
に
よ
い
。
Z
H
M
円
、
開
〉
ω
開
w
w
は
て
い
ね
い
な
依
頼
に
な
る
の
み
で
な
く
文
の
切
れ
目
の
標
識
と
な
る
。
驚
戒
す
べ
き
は
、
電
報
で
は
行
を
改
め
る
こ
と
も
出
来
な
い
の
で
E
ロ
・
。
ロ
し
て
し
ま
っ
て
、
書
い
た
人
の
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
に
切
れ
目
な
る
べ
く
使
わ
な
く
て
わ
か
る
よ
う
に
工
夫
す
る
。
を
置
い
て
読
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
例
へ
ば
、
E
の
明
。
問
。
開
、
吋
吋
開
〉
H
H
N
冨
〉
口
、
切
り
ω
〉
冨
】
V
F
開
ω
出
krzu
司
河
口
向
、
吋
開
口
問
何
回
M
F
・
〉
の
弓
自
の
冨
K
F
の国同
Z
何
回
川
河
口
白
叶
巴
)
=
は
ど
う
解
す
べ
き
か
?
の
g
a
2
5
(品
名
)
の
見
本
送
っ
た
。
手
染
で
あ
る
。
(
前
に
送
っ
た
)
機
械
染
の
も
の
の
代
り
に
l
」
と
い
う
つ
も
り
か
と
思
っ
た
ら
、
る
。
今
か
ら
代
り
に
機
械
染
の
を
送
る
、
と
い
う
つ
も
り
だ
っ
た
。
ど
う
も
そ
う
は
取
り
に
く
い
。
g
g
u
Z
ω
¥宮ロ【
H
U
円
百
件
。
品
¥
円
ouzo-
ロ
肉
(
広
三
匹
)
B
mの
F
E
O
切片山口件。仏
(
g
B司目。
ω)
の
つ
も
り
ら
し
い
が
、
そ
れ
は
無
理
で
あ
る
。
冨
〉
の
出
H
Z開・
実
は
こ
の
作
者
に
尋
ね
て
み
る
と
「
送
っ
た
見
本
は
手
染
で
あ
本
人
の
つ
も
り
で
は
巳
同
自
己
芯
品
改
め
る
な
ら
ば
主
の
開
。
問
。
刷
、
同
叶
何
回
ι
同
開
〈
同
C
C
ω
ω〉
富
岡
M
F開
印
出
〉
Z
U
H
M
何回一
Z
、吋開口
kFH
間
宮
〉
H
F
3向。
可何回
Z
吋何一口
O
Z開
ω
=
と
す
る
か
何
れ
に
し
て
も
間
違
っ
た
見
本
を
送
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
正
し
い
の
を
急
送
す
る
つ
も
り
な
ら
ば
立
の
開
。
同
の
開
吋
吋
開
巧
同
O
Zの
∞
〉
冨
岡
M
F
開
ω
口
開
ω
司
〉
の
出
回
口
河
口
ω
出
H
W
A
の
同何回
M
F
〉
の
開
冨
開
Z
叶
ω
=
と
し
て
、
あ
と
は
確
認
状
で
説
明
し
た
万
が
誤
解
を
早
く
解
い
て
有
効
で
あ
る
。
上
例
は
内
容
的
に
拙
い
の
み
な
ら
ず
、
思
わ
ぬ
切
り
方
を
し
て
あ
る
の
で
ア
イ
マ
イ
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
電
報
の
文
法
は
こ
れ
で
尽
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
あ
と
は
個
々
の
ケ
l
ス
に
つ
い
て
体
得
し
て
行
け
る
。
経
験
者
が
習
得
さ
れ
た
特
殊
な
便
法
も
沢
山
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
は
現
場
で
採
集
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
、
英
語
の
本
性
を
あ
ま
り
曲
げ
た
も
の
は
真
似
な
い
方
が
よ
い
。
上
記
の
程
度
な
ら
英
語
を
解
す
る
人
の
間
で
は
無
理
な
く
通
ず
る
穏
当
な
も
の
と
思
う
。
第
三
章
吋
開
F
H
W
M
内
通
信
目
下
発
展
途
上
に
あ
る
叶
盟
、
回
附
の
特
色
、
発
受
信
要
領
、
用
語
の
特
徴
な
ど
を
調
べ
て
見
ょ
う
。
ま
だ
電
報
に
お
け
る
ほ
ど
使
い
方
も
確
立
し
て
い
な
い
し
、
用
語
も
電
報
文
体
の
準
用
で
過
渡
期
的
で
あ
る
が
、
基
本
的
な
方
え
方
を
説
明
せ
ん
。海
外
貿
易
と
国
際
電
気
通
信
に
就
い
て
'
一一一一七
経
蛍
と
経
済
一一一一入
、.，ノ
4
a
i
 
(
 
吋
関
戸
間
一
凶
通
信
の
特
色
を
忘
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
国
際
吋
巴
O
M
は
一
九
五
六
年
九
月
東
京
・
サ
ン
フ
ラ
ン
ス
コ
聞
が
結
ぼ
れ
た
の
を
初
め
と
し
て
、
今
で
は
東
京
と
大
阪
か
ら
相
手
は
欧
米
諸
国
は
も
ち
ろ
ん
、
香
港
、
フ
イ
リ
こ
れ
か
ら
の
貿
易
通
信
研
究
に
は
叶
己
完
ッ
ピ
ン
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
重
要
貿
易
相
手
国
に
叶
E
h凶
網
が
拡
が
っ
て
行
く
。
は
数
々
の
特
色
を
持
っ
て
い
る
。
電
話
に
比
べ
る
と
対
話
が
出
来
て
即
答
を
得
ら
れ
る
点
で
は
同
様
だ
が
、
、H
，
o-oun
記
録
が
残
る
の
で
取
引
を
確
実
に
し
、
不
在
通
信
が
出
来
る
の
で
時
差
の
多
い
国
際
取
引
に
は
便
利
で
あ
る
。
電
報
が
配
達
さ
れ
る
ま
で
の
時
間
よ
り
は
、H
，巳
mwM
を
申
し
込
ん
で
か
ら
接
続
さ
れ
る
時
間
の
方
が
は
る
か
に
短
か
く
、
し
か
も
確
実
に
先
方
に
着
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
電
報
よ
り
料
金
も
は
る
か
に
安
い
。
現
行
料
金
で
例
示
す
る
と
吋
己
O
M
は
ど
の
国
と
も
同
額
で
初
め
の
三
分
迄
は
、
三
、
二
四
O
円
累
加
一
分
毎
に
一
、
O
八
O
円
が
加
わ
る
D
電
報
の
対
ロ
ン
ド
ン
料
金
一
九
二
円
と
比
べ
る
と
三
分
間
二
O
語
送
り
込
め
ば
も
う
叶
o
F
R
の
万
が
吋
己
oun
通
信
の
速
度
は
現
在
一
分
間
最
高
四
O
四
丘
g-sω
タ
イ
。
フ
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
速
度
で
一
言
う
と
一
分
間
七
O
語
割
安
と
な
る
。
以
上
と
な
る
の
で
、
相
当
優
秀
な
タ
イ
プ
能
力
を
持
っ
た
人
が
精
一
杯
打
っ
て
も
大
丈
夫
。
こ
れ
を
受
け
つ
つ
読
む
に
は
む
し
ろ
お
そ
い
く
ら
い
で
あ
る
。
発
受
信
と
も
機
械
化
し
、
も
っ
と
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
よ
う
な
勢
に
あ
る
。
単
純
な
比
較
は
出
来
な
い
が
、
電
報
に
比
べ
て
料
金
的
に
%
位
で
す
ま
す
こ
と
は
容
易
で
、
始
%
に
す
る
こ
と
も
出
来
よ
う
。
設
備
や
相
手
国
の
進
歩
如
何
が
問
題
で
あ
る
か
ら
、
小
さ
な
会
社
や
後
進
国
相
手
の
多
い
わ
が
国
の
貿
易
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
於
け
る
ほ
ど
は
今
の
処
使
わ
れ
な
い
が
、
将
来
性
は
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
る
。
(2) 
吋，巳
O
M
内
の
通
信
要
領
申
込
み
の
方
法
ま
ず
審
号
簿
で
相
手
の
呼
出
審
号
の
応
答
符
号
(〉回
H
h
ロ
ω調
。
円
Vω
の
}
向
。
o
a
o
)
を
調
べ
る
〉
回
コ
i
ド
と
は
「
当
日
H
o
m円。
u
、
。
ロ
キ
イ
」
を
た
た
く
と
相
手
か
ら
返
っ
て
来
る
符
号
で
あ
る
。
次
に
国
際
電
報
局
を
呼
出
し
て
テ
レ
タ
イ
プ
で
次
の
様
式
で
申
込
む
。
吋
戸
凶
吋
F
凶
吋
岡
、
凶
。
ω
ω
N
G
耳
切
ω吋
叶
同
〉
口
開
斗
戸
凶
4
0
4司何
ω、H
，
の
何
回
冨
k
r
z
J同
ぃ~一
M
M
K
千
(
吋
〉
図
。
口
、
H，
.
「
冨
HZω
(
意
味
υ
加
入
者
番
号
、
加
入
者
の
〉
回
・
叶
己
目
件
。
喝
。
丘
m
R
B
g
u
J
相
手
の
番
号
、
予
定
時
間
約
七
分
)
国
際
電
報
局
か
ら
は
z
O
間
同
〉
M
M
・
-
(
了
解
。
後
で
お
呼
び
し
ま
す
)
と
返
事
が
来
て
一
た
ん
切
れ
る
。
不
在
通
信
(
ロ
5
3
3含
仏
8
2目
。
。
〉
を
申
込
む
に
は
相
手
の
番
号
の
後
に
Ed--
と
付
け
る
。
料
金
先
方
払
の
申
込
み
に
は
相
手
の
番
号
の
後
に
=
吋
¥
k
r
・
-
を
挿
入
す
る
。
2 
通
信
の
開
始
申
込
み
は
受
付
順
に
接
続
さ
れ
「
至
急
」
「
普
通
」
の
別
は
な
い
。
順
番
が
来
る
と
局
か
ら
次
の
よ
う
な
呼
出
し
が
あ
る
。
巧
開
ω吋
吋
河
〉
口
問
。
ω
ω
N
-
u
り
問
。
ω
k
r
，司
J
F
一
阿
(
こ
ち
ら
は
。
ω
k
F
M
内
〉
.
叶
F
U内
席
で
す
)
ω、H
，K
F
Z
ロ
回
吋
叶
戸
凶
、
H
，O
当
開
ω吋
の
何
回
一
宮
kr
出
吋
M
一
M
M
#
.
2
'
?
(
西
独
二
一
二
二
四
七
番
へ
お
つ
ぎ
し
ま
す
)
吋
己
o
u
n
で
は
両
方
同
時
に
打
っ
て
は
い
け
な
い
の
で
、
一
万
が
送
信
中
は
他
方
は
受
信
に
廻
る
。
そ
こ
で
一
方
が
話
し
終
る
と
「
+
?
」
の
キ
ー
を
た
た
い
て
「
ど
う
ぞ
」
と
知
ら
せ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
z
O同
E
h
w
=
(
苫
0
8
0〉
と
返
事
を
し
て
相
手
と
の
接
続
を
待
つ
。
接
続
さ
れ
る
と
先
づ
〉
回
コ
l
ド
、
次
海
外
貿
易
と
国
際
電
気
通
信
に
就
い
て
一
三
九
経
営
と
経
済
一
四
O
で
申
込
者
の
〉
回
コ
l
ド
が
出
る
か
ら
、
通
信
を
開
始
す
る
。
kr
回
設
備
の
な
い
相
手
も
あ
る
の
で
、
そ
の
時
は
ベC
C
K
F
同
開
ハ
U
O
Z
Z開
ハ
い
同
，
U
同，
O
二
一
六
九
又
は
り
司
叶
。
ω
ベロ
一
六
七
k
r
z
ロ
Z
。
〉
回
(ω
吋ロ
一
六
七
に
接
続
さ
れ
ま
し
た
O
K
F
回
は
あ
り
ま
せ
ん
)
と
知
ら
さ
れ
、
申
込
者
の
〉
回
、
が
出
る
。
相
手
が
通
信
中
な
ら
ば
ω何
回
O
め
の
河
K
F
司
+
?
(
H
ω
O円
円
可
。
の
の
ロ
1
0
3
と
後
で
お
呼
し
ま
す
)
故
障
で
通
信
不
可
能
の
時
は
ω何
回
Z
4
N一
∞
吋
口
開
問
】
MFω
の
k
r
Zの
関
戸
+
?
(
口
開
問
1
0ロ
件
。
同
。
円
円
四
ゆ
る
と
出
て
来
る
か
ら
了
解
の
意
を
伝
え
る
3 
通
信
の
終
了
ピ
リ
オ
ド
を
普
通
の
速
さ
で
一
O
回
以
上
連
打
す
る
と
、
局
の
対
外
回
線
は
切
れ
、
料
金
計
算
用
の
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
は
自
動
的
に
停
止
す
る
。
し
ば
ら
く
す
る
と
局
か
ら
ロ開
O
ω
k
F
吋
F
凶
叶
ヨ
角
関
ム
富
岡
H
A
ω
同
M
F印
K
F
の
同
+
?
(
四
分
の
料
金
を
い
た
だ
き
ま
す
。
確
認
し
て
下
さ
い
O
K
F
わ
同
H
m
の
W
ロ
。
三
包
向
。
)
異
議
が
な
け
れ
ば
2
0問
。
句
(向。。仏
-
V
可
。
)
と
返
事
を
し
て
通
信
は
終
る
。
料
金
計
算
は
相
手
の
が
出
た
時
か
ら
一
O
ピ
リ
オ
ド
出
た
時
ま
で
で
あ
る
。
4 
外
国
か
ら
呼
ん
で
来
る
場
合
局
か
ら
口
開
Oω
同
ω、吋
krzu
回
ベ
司
O
同
叶
F
凶
司
冨
F
U
Z
+
?
(
司
冨
日
向
。
B
F
ロZ
I
F
。
ロ
品
。
ロ
)
と
仔
ん
で
来
る
か
ら
、
z
O同
阿
川
一
F
ω
=
と
返
事
す
る
と
双
方
の
〉
回
が
出
て
通
信
が
始
ま
る
。
接
続
も
終
る
も
す
べ
で
申
込
側
の
イ
ニ
シ
ア
テ
イ
ヴ
で
f
汀
う
。
不
在
通
信
と
対
話
通
信
4 、同巳
o
u
n
の
妙
味
は
KF20ロ円四
a
m
R
i
g
(対
話
通
信
)
に
お
い
て
交
互
に
送
、
受
信
し
て
筆
談
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、
貿
易
取
引
に
於
い
て
は
、
そ
う
急
に
決
断
を
下
し
即
答
で
き
る
用
件
は
少
な
く
、
を
時
間
一
杯
フ
ル
ス
ピ
ー
ド
で
送
り
込
む
万
が
有
利
な
の
で
、
時
差
の
大
き
い
場
合
が
多
く
、
ロ
5
2
0ロ品。色
ω
0
5仙の
O
(
不
在
通
信
)
を
利
用
し
た
り
、
更
に
よ
く
準
備
さ
れ
た
冨
2
8向。
〉内向。ロ品。門同
ω
2
i
g
に
お
い
て
も
一
方
的
送
信
を
す
る
こ
と
が
多
い
。
今
後
貿
易
人
の
技
伺
の
向
上
、
時
差
の
少
な
い
東
南
ア
ジ
ア
で
の
吋
己
o
u
n
普
及
に
伴
い
、
対
話
通
信
も
多
く
な
ろ
う
。
不
在
通
信
は
勿
論
、
対
話
通
信
で
も
、
B
2
8
m
o
を
よ
く
準
備
し
て
か
か
る
こ
と
は
有
利
で
あ
り
、
更
に
、
テ
ー
プ
に
さ
ん
孔
し
て
お
い
て
自
動
送
信
機
に
か
け
て
送
る
よ
う
に
す
る
と
、
機
械
的
に
最
高
ス
ピ
ー
ド
で
送
れ
る
。
(3) 
吋
己
O
M
内
宮
2
8
m
o
の
例
A 
Z
Hの
出
口
司
O
O
F
F
Z
U
当
開
ω
吋
吋
河
〉
口
開
。
ω
ω
N
S
海
外
貿
易
と
国
際
電
気
通
信
に
就
い
て
四
組
組
ベ
J
組
組
26 
TH/FEB. 
TH1S 
1S 
WEST 
TRAD1NG 
CO. 
OSAKA 
TLX 
T
O
 
N1CHOLS 
TRAD1NG 
Co. 
LONDON 
N01/26/TH 
21WDS 
YOUR 
LETTER 
9TH 
A1RMAILED 
SAMPLES 
W1TH 
CONTRACT 
NOTEM 
AT1ME 
GOODS 
READY 
OPEN 
L/C 
1MMED1ATEL 
Y
 
REACH1NG 
HERE 
BY 
MONDA 
Y
 
OTHERW1SE 
SH1PMENT 
DELA 
YED 
CFM 
9TH 
N02/26TH 
18WDS 
SH1PPED 
SARD1NE 
5000 
CASES 
TODA 
Y
 
YOKOHAMA 
T
O
 
LONDON 
AR1MAMARUN02 
DRAFT 
DOLLARS 
35000 
DRAWN 
TOKYO 
BANK 
AGA1NST 
LC 
DETA1LS 
A1RMA1LED 
CFM 
5000 
A1RMAMARUN02 
35000 
SENT 
2
 MESSAGES 
A
 T 
1950 
JST 
TKS 
B1B1 
1
 ml1 
!V-t二~:!主将
W
~
現
~
8
~
íJ舟l'Q
O
民
1
Q
8
AB 
:み吾3:\J
会
心
巴
な
~
主
~
+
r
I
"
阪
と
」
釈
降
{
~
榊
8
~
平崎、J~....)会
合
~
+
t
(
会
吋
ニ
t
E
:
e
往
時
記
message 
~
凶
E
ふ
P
附
惜
の
や
:
t
:
"
限
~
*
わ
<
8
賠
訴
の
~
~
.
.
.
.
)
ド
舟
l
'
Q
O
制
~
:
m
{
I
[
l
恒
:
会
舟
心
"
1
 ~~
~
件
ニ
ベ
jニ
~
C
\
~
~
活
寝
.
.
.
.
)
t
Þ
v
ぃ
。
吋
ニ
i度
胆
詳
よ
)
+
<
.
M
J
v
~
羽
小
O
CFM 
9TH
，
 CF
M
同
0
0
0
"
よ~':\J包-14-わ〈壬上~~\'~安否
bドミ.2'!:-~
repeat 
....)い
H
\
1
'
-
~
~
~
1
m
1
{
ð
鑓
穏
や
母
子
。
o
CFM 
(Confirmation) 
足
当
選
話
と
よ
巴
快
感
袋
ト
世
~
.
l
:
:
ト
ミ
~
-
\
J
位
同
0
4
司
11
や
Q
臣
室
主
~
m
¥' 
~
J
0
A
J
~
~
告
で
“
thanks
，
 Bye-bye" 
AJ
誕
く
¥J
1号I{d
O
111
4
司E
とよ
U
長
811
道
具
高
ム
18
message 
~
別
心
:
三
jゐ
U
ベ
J
~
関
関
\J~t{'\
'00
•
騨
~
A
J
誌
で
長
官
4く
ど
く
惚
~
\
J
崎
心
P
同
や
包
~
~
ミ
!
:
!
~
ミ
会
D
~
レ
ド
ニ
。
B. 
EASTRADE 
LDN 
WESTTRA 
OS3215 
22ND/FEB. 
WEST 
TRADING 
OSAKA 
TLX 
T
O
 
EASTERN 
TRADES 
LONDON 
ATTENTION 
M
R
 
S. 
P. 
JONES 
K. 
YAMAMURA 
ATTENDING 
REQUEST 
IMMEDIA 
TE 
REPL 
Y
 
T
O
 
FOLLOWING 
REF 
YOUR 
TLX 
N05/21ST 
COUNTER 
OFFER 
18052 
A) 
100
，000 
YDS 
31
・3/4D
CIF 
MARCH 
B) 
150
，000 
YDS 
311/2D 
CIF 
MAY/JUNE 
C) 
200
，000 
YDS 
31
・1/4D
AUGUST 
思~[m(~，..\jllHl鎧~!Jil~民間~己主語ニい
1
9r川
経
営
と
経
済
一
四
四
冨
K
F
同
間
関
同
，
ω
吋
同
O
Z
の
何
回
の
O
冨
冨
開
Z
ロ
k
r
の
の
開
司
吋
K
F
Z
の
肘
叶
国
K
戸
、
H
，
H
M
W
K
F
F
F
。
〉
附
M
F
ω
+噌
ー
し
『
O
Z
開
ω
ω
司
開
〉
関
口
向
。
k
F
)
k
r
z
u
 
国
)
ω
司
開
(
U
H
〉
F
F
J
町
k
r
の
の
開
司
、
吋
開
口
回
口
同
，
。
)
〉
の
の
何
回
M
同
，
K
F
切
戸
何
回
一
司
∞
↓
】
)
+
吋
乙
れ
は
即
答
を
得
て
い
る
〉
=
。
ロ
色
。
ι
ω
2
i
s
の
例
。
(
の
k
r
H
m
o
m
r
o
t
品
)
電
報
と
違
い
行
を
屡
々
改
め
た
り
司
ロ
ロ
の
苫
己
目
。
ロ
B
R
E
や
記
号
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
え
る
の
で
、
大
へ
ん
わ
か
り
安
い
。
空
間
は
操
作
の
自
由
な
例
と
し
て
次
を
示
さ
ん
。
C 
冨
O
J刊
明
昌
明
Z
吋
O
H
り
〈
開
ω
切
開
F
問
。
回
開
吋
O
F
。
z
u
o
z
〈
開
∞
切
開
円
、
問
。
切
開
F
。
z
u
o
z
k
r
の
開
Z
、
吋
国
〉
同
〉
Z
冨
K
F
河
口
↓
∞
冨
〉
河
お
k
F
同
M
同
o
m
同
。同ω
印
刷
Z
同
開
開
問
一
∞
〉
司
同
一
吋
冨
K
F
ベ
河
口
、
k
r
何
回
、
吋
K
F
冨
〉
河
口
∞
冨
K
F
J
町
∞
し
『
C
Z
開
Z
J
内
問
盟
国
O
Z
の
k
r
M
M
冨
〉
ベ
M
M
】
C
Z
開
口
O
U
4
司
開
F
F
、
H
，
己
o
u
内
通
信
の
特
色
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
よ
う
と
し
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
や
は
り
節
減
を
計
る
。
欧
米
に
お
け
る
如
く
英
語
の
運
用
能
力
に
も
長
じ
た
担
当
者
が
対
話
通
信
を
盛
ん
に
行
う
に
は
、
キ
ピ
キ
ピ
し
た
会
話
体
で
、
し
か
も
略
語
を
ふ
以(4) 
上
は
と
れ
な
ど
も
電
報
で
は
節
約
で
き
た
と
し
て
も
大
へ
ん
わ
か
り
に
く
い
も
の
に
な
ろ
う
。
吋，巳
O
M
用
語
の
特
徴
ん
だ
ん
に
使
っ
た
電
光
石
火
的
交
信
と
な
る
。
電
報
で
は
、
何
度
も
述
べ
た
如
く
長
い
単
語
を
な
る
べ
く
少
な
く
使
う
の
で
あ
る
が
、
を
計
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
長
い
話
よ
り
短
い
語
の
万
が
有
利
で
、
更
に
、
略
語
佑
す
る
万
が
得
で
あ
る
。
も
同
じ
で
、
寸
何
一
F
開
の
同
〉
E
口
の
〉
F
F
J町
よ
り
回
ベ
の
K
F
回一
F
開
の
万
が
短
か
く
な
吋
己
認
で
は
語
数
は
計
算
さ
れ
ず
「
時
間
」
dzω
出
回
司
〉
回
岡
、
開
も
の
〉
Z
Z
O
吋
ω出
口
M
る
O
K
戸の
O
O
Z
E
m
が
ア
イ
マ
イ
で
問
題
を
起
こ
し
た
が
、H
，
色
白
な
ら
宅
開
〉
2
0
3・
4
ユ
ロ
〉
の
の
oz・
2
ロ
〉
2
0玄
な
ど
明
確
に
出
し
て
も
料
金
上
大
差
は
な
い
。
電
報
で
は
、
O
同
や
同
司
、
の
よ
う
な
短
い
語
を
o
S
2当日
ω
0
・
MMgte仏
と
打
っ
て
も
同
じ
料
金
だ
か
ら
、
い
て
意
味
を
ハ
ッ
キ
リ
さ
せ
る
が
、
・
叶
OHoun
で
は
短
い
方
が
有
利
で
あ
る
。
電
報
で
は
=
。
。
巳
2
B
Sロ
ロ
=
を
の
司
一
宮
と
綴
刀
て
も
料
金
に
変
り
な
い
か
、
、
同
・
2
0
u
n
で
は
略
語
は
そ
れ
だ
け
有
利
で
あ
る
。
既
に
叶
己
O
M
用
語
と
し
て
C
U
M
-。
F
何
日
目
0
・
司
F
ω
H
1
0
M
g
o
k
F
の
同
日
ω
のW
ロ。当日
O
A
m
p
J
内問
u
u
Bロ
ア
〉
回
叶
1
ω
V
。
己
語
の
知
識
か
ら
推
測
容
易
な
も
の
が
だ
ん
ど
ん
増
え
て
行
く
。
か
.
電
報
局
と
の
通
信
か
ら
始
ま
っ
て
加
入
者
相
亘
閣
で
も
常
時
使
わ
れ
て
い
る
代
表
的
な
略
語
は
次
の
如
、
き
も
の
で
あ
る
。
.‘
 
加
入
者
不
在
、
局
閉
鎖
中
応
答
符
号
む
し
ろ
長
い
方
を
用
な
ど
英
・
kr回
ω日
ωσωωロ件
kr
回
目
ωロ
ω
話。円
V
M
凶の}怖の
O
品。
回
開
u
v円。
ωw
切
断
し
ま
す
。
別
区
H
。
。
丘
町
B
H
確
認
し
て
下
さ
い
照
三』
口
の
O
F
目
。
。
=
。
。
件
。
ロ
ロ
開
問
U
。
ロ
向
。
向
。
片
品
。
円
故
障
中
海
外
貿
易
と
国
際
電
気
通
信
に
就
い
て
一
四
五
経
蛍
と
経
済
一
四
六
ロ
司
相
手
と
接
続
さ
れ
ま
し
た
。
又
は
の
k
r
u
m
o
m
w
F
。
ω円四
伝
送
し
て
よ
ろ
し
い
冨
Zω
又
は
冨
H
Z
m
u
B
E
E
g
分
冨
。
冨
H
B
O
B
O
E
待
っ
て
下
さ
い
。
。
。
H
。ののロ司目。仏
相
手
は
通
信
中
で
す
同
kr同
M
後
で
お
呼
び
し
ま
す
何回川、
H
，
H
2告
。
ω件
反
復
し
て
下
さ
い
印
同
H
H
ω
。円
31
す
み
ま
せ
ん
ωロ
回
Hω
ロ
Vω
の円山何百円
加
入
者
∞
〈
同
MHω
、己
〈。ロ
ω
同】
Z
=
又
司
】
し
印
H
1
0
ω
ω
。
ロ
何
日
向
O
B
か
ら
更
に
本
支
庖
間
と
よ
く
通
信
す
る
相
手
と
は
、
コ
ー
ド
ブ
ッ
ク
を
引
か
な
く
て
も
お
ぼ
え
て
お
れ
る
程
度
の
打
合
わ
せ
を
す
れ
ば
よ
い
Q
同】
-gω
ゆ円。同】
-M1EHBO【回目
ω件。
-U1
司一周回一
2
2
8
5
u
a
Z
巧
包
5
&ミ
は
司
回
当
開
口
ロ
。
可
。
ロ
円
ロ
=
目
。
ω
件件。
ω
の
の
ゆ
同
】
仲
は
ロ
ロ
門
口
、
吋
冨
〉
の
わ
句
、
吋
の
類
こ
う
し
て
節
約
す
る
と
こ
ろ
は
大
い
に
短
縮
し
て
、
文
意
に
支
障
を
来
た
し
そ
う
な
処
は
、
な
る
べ
く
普
通
の
語
法
を
生
か
す
方
が
よ
い
9
例
え
ば
巧
肘
や
I
は
必
ず
し
も
省
略
し
な
く
て
も
よ
い
し
、
前
置
詞
も
短
い
語
だ
か
ら
重
要
な
処
に
は
入
れ
て
よ
い
。
=
回
一
開
、
を
始
め
助
動
詞
も
小
さ
い
語
だ
か
ら
、
H
，
o
ロ
お
や
富
。
。
品
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
上
必
要
な
ら
用
い
て
も
よ
い
。
今
後
ど
の
よ
う
な
発
達
を
す
る
か
、
観
察
を
つ
*
つ
け
て
行
き
た
い
。
最
後
に
、
ロ
ー
マ
字
と
比
較
を
し
て
お
く
。
ロ
ー
マ
字
電
報
で
は
助
詞
・
助
動
詞
を
前
の
語
に
連
結
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
の
で
、
長
い
単
語
を
少
数
用
い
る
原
理
上
、
大
へ
ん
有
利
で
あ
る
。
吋
o
z
u
n
で
は
む
し
ろ
英
語
の
方
が
有
理
と
な
る
。
{J~ 
(開
Z
の
FHω
国
)
わ
回
開
富
岡
ハ
vkrF印
国
山
口
開
冨
〉
Z
ロ
回
何
回
切
開
冨
〉
同
の
国
KF司
河
口
、
河
口
印
国
O
河
口
何
回
巧
ロ
ト
kFH同
の
O
F
F開
わ
吋
同
一
司
〉
の
同
開
開
〉
回
F
何
回
Z
〈
。
同
ハ
U
H
Zの
司
。
回
、
吋
O
同
J同
O
H
V何
回
ハ
い
開
。
z
u
k
F吋
関
口
開
ω
同Mkr同，
C
回
開
口
O
司
開
Z
F
の
ω
、H，H削
v
d
F〉
吋
同
一
Z
C
Fロ
ハ
何
者
同
印
刷
〈同
O
冨
〉
Z
H
N開
口
MKFHM
〉
Z
開
印
刷
)
J同
〉
関
口
出
H
Z
出・
ω
同
O
Zの
刷
、
H，m
C富
。
z
o
同
〉
阿
の
開
吋
∞
己
冨
O
Z
O
一『巴ベ
C
C
同，〉
U
K
F
Hベ
ロ
開
問
ベ
ロ
ロ
ハ
い
出
口
口
問
O
C
H
N
O
Z
Z
K戸
間
開
問
何
回
〉
d
Zわ
出
H
Zハい国
KF阿
国
〉
同
〉
同
同
d
d
ω
O
ω
同
叶
O
同
ベ
0
4司
〉
吋
〉
ω
H
Z
O
同
問
問
k
r
Z同、吋開
ω
同開
HHNdJ町
口
開
明
河
口
ω
口
Z
H
ω
O
Z
O冨
C
Z開
富
何
回
開
同
ω開
J町。
語
数
で
は
英
文
が
二
四
語
、
ロ
ー
マ
字
の
万
は
一
六
語
で
あ
る
が
吋
己
認
で
は
大
差
な
く
、
む
し
ろ
ロ
ー
マ
字
の
方
が
僅
か
な
が
ら
長
い
。
ロ
ー
マ
字
の
絶
対
優
位
は
吋
己
O
M
に
は
該
当
し
な
い
。
英
文
よ
り
わ
か
り
安
す
い
と
も
言
え
な
い
0
・
商
略
の
機
密
上
ロ
ー
マ
字
に
し
た
海
外
貿
易
と
国
際
電
気
通
信
に
就
い
て
一
四
七
組
組
.
.
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